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い。 

 

本申込要領の様式 1～3 の電子データは、一般社団法人 ＡＷ検定協会(以下、協会とい
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§1. 溶接施工要領評価の申請について 

1．1 申請区分について 

溶接施工要領評価の申込みから評価終了までの流れは、申請区分（新規・変更・更新）やその内容

により異なります。各申請区分は以下のとおりです。該当する溶接施工要領評価の流れを参照くださ

い。 

(1) 新規申請 

新たに溶接施工要領評価を申請する場合の区分。該当する溶接施工要領評価の流れは、1．2（1）

新規申請の流れを参照ください。 

(2) 変更申請 

既に溶接施工要領評価書を取得した技術について、溶接施工要領評価書の有効期間（5 年間）内

に、評価内容の一部を変更する場合の申請区分です。変更内容に応じてさらに次の何れかに区分しま

す。 

①変更（技術的な検討を要する変更） 

技術的な検討を要する変更が含まれており、その審査のために専門部会の開催を要する場合の区

分。該当する施工要領評価の流れは、1．2（2）変更申請の流れを参照ください。 

②軽微な変更 

「社名変更」、「会社の所在地変更」、「件名変更」等の溶接施工要領評価書の内容に実質的に影響

を及ぼさない変更の区分。該当する溶接施工要領評価の流れは、1．2（2）変更申請の流れを参照

ください。 

(3) 更新申請 

既に溶接施工要領評価書を取得した技術について、溶接施工要領評価の有効期間を 5 年毎に更新す

る場合の申請区分です。更新時の内容に応じてさらに次の何れかに区分されます。 

①変更（技術的な検討を要する変更）が含まれる更新 

更新に際して軽微な変更でない変更が含まれる区分。変更申請の区分として扱います。上記、

「(2) 変更申請①変更（技術的な検討を要する変更）」を参照ください。 

②変更がない、または軽微な変更がある更新 

更新に際して変更がない、または「社名変更」、「会社の所在地変更」、「件名変更」等、軽微な変

更で扱える場合の区分。該当する溶接施工要領評価の流れは、1．2（3）更新申請の流れを参照く

ださい。 

 
（注意事項） 

○変更申請や更新申請において、技術的な検討を要する変更であるか否かは溶接施工要領評価委員会が判断します。その

結果により、申請区分が変わる場合がありますので、予めご了承ください。 
○更新は、技術の進展に伴う溶接施工要領評価基準等の変化による追加検討や施工要領書の内容見直しをお願いする場合

がありますので、あらかじめご了承ください。 
○更新申請は、有効期限の 1 年前から 6 ヶ月前までの間に受付けますので事務局へご相談ください。受付の適否を判断す

る溶接施工要領評価委員会の日程および申請期限等をご案内します。 
○更新申請をしない場合は、 「溶接施工要領評価書の更新取下げ願い」を有効期限内に提出ください。 
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1．2 溶接施工要領評価の流れ 

各申請区分の溶接施工要領評価の流れは以下のとおりです。該当する申請区分の溶接施工要領評価

の流れを参照ください。 

(1) 新規申請の流れ 

新規申請は、以下に示すフローに従い行います。 

溶接施工要領評価の流れ 申請者の対応 備考 

 
 
①申請事前打合せ※1 

  ↓ 

②申請受付(新規) 

  ↓ 

③溶接施工要領評価委員会※2 
（受付） 

  ↓ 
④申込内容審議 

  ↓ 
⑤申請書(受付印押印)の写し 
発行※3 

  ↓ 
⑥専門部会(1)※4 
施工試験要領・スケジュールの
確定 

  ↓ 
⑥専門部会(2)※5 
施工試験立会・刻印 

  ↓ 
  ↓ 
  ↓ 
  ↓ 
  ↓ 
⑥専門部会(3)※7 
機械試験結果の確認、報告書内
容の打合せ 

  ↓ 
⑥専門部会(4) 
報告書内容の確認 

  ↓ 
⑦溶接施工要領評価委員会 
（報告） 

  ↓ 
⑧溶接施工要領評価書の交付 

  ↓ 
⑨溶接施工要領評価業務完了 
※8 

  ↓ 
⑩溶接施工要領評価書の公表 
※9（協会内） 

   
   

 
 

事前打合せ資料をもとに、
事務局と打合せ 

 
 

溶接施工要領評価申請書お
よび必要資料を提出 

 

溶接施工要領評価委員会に
て、提出資料に基づき申請
する溶接施工要領評価事項
について説明 

 

 
施工試験後、試験体を試験
機関に搬入 

 
機械試験立会 

 
 

機械試験結果を踏まえて報
告書に記載する資料を専門
部会に提出 

 
最終報告書および評価委員
会報告資料を提出 

 
専門部会(4)にて確認した
資料をまとめて提出 

 
 
 
 
 
 

 

溶接施工要領評価委員会で
の質疑含めて必要に応じ、
提出資料に追加・修正の上
資料を専門部会に提出 

 

※1 申請事前打合せは随時受付ける。 

溶接施工要領評価委員会の開催日時等を確

認して申請時期を決定する。 

 

※2 申請内容によっては、申請者が評価委員

会に出席して申請内容の説明することを求め

る場合がある。 

 

 

※3 評価委員会後専門部会担当委員を事務

局から通知する。 

 

※4 施工試験要領・スケジュール確定の上、

機械試験費の見積りを事務局から提示する。 

 

※5 試験機関での機械試験には、専門部会

担当委員は立会わないが、申請者の立会は

制限しない。 

 

※6 機械試験結果の原紙は試験機関から事

務局へ送付、コピーを申請者に送付する。申

請者はコピーにより専門部会の報告書（溶接

試験記録＋機械試験記録）を作成して提出

する。 

 

※7試験結果が目標性能に達していない場合

は、一定の条件下で、専門部会担当委員の

了解を得て試験を追加することができる。 

 

 

 

 

※8 ⑥の施工試験立会から６か月経過するま

でに完了する。 

※9 評価事項は協会 HP 等を通じて公表す

る。 

 

試験機関で機械試験実施 

機械試験結果の通知※6 
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(2) 変更申請の流れ 

変更申請は、以下に示すフローに従い行います。 

溶接施工要領評価の流れ 申請者の対応 備考 

 
実施工での採用 

↓ 
①申請事前打合せ 

  ↓ 

②申請受付(変更)※1 

  ↓ 

③溶接施工要領評価委員会※2 
（受付） 

  ↓ 
④申込内容審議 

  ↓ 
⑤申請書(受付印押印)の写し 
発行※3 

  ↓ 
⑥専門部会(1)※4 
施工試験要領・スケジュールの
確定 

  ↓ 
⑥専門部会(2)※5 
施工試験立会・刻印 

  ↓ 
  ↓ 
  ↓ 
  ↓ 
  ↓ 
⑥専門部会(3)※7 
機械試験結果の確認、報告書内
容の打合せ 

  ↓ 
⑥専門部会(4) 
報告書内容の確認 

  ↓ 
⑦溶接施工要領評価委員会 
（報告） 

  ↓ 
⑧溶接施工要領評価書の交付 

  ↓ 
⑨溶接施工要領評価業務完了 
※8 

  ↓ 
⑩溶接施工要領評価書の公表 
※9（協会内） 

     

 

 
 
 

事前打合せ資料をもとに、
事務局と打合せ 

 
 

溶接施工要領評価申請書お
よび必要資料を提出 

 

溶接施工要領評価委員会に
て、提出資料に基づき申請
する溶接施工要領評価事項
について説明 

 

 
施工試験後、試験体を試験
機関に搬入 

 
機械試験立会 

 
 

機械試験結果を踏まえて報
告書に記載する資料を専門
部会に提出 

 
最終報告書および評価委員
会報告資料を提出 

 
専門部会(4)にて確認した
資料をまとめて提出 

 
 
 
 
 
 

 

溶接施工要領評価委員会で
の質疑含めて必要に応じ、
提出資料に追加・修正の上
資料を専門部会に提出 

 

 

※1 変更申請の場合で、技術的な検討を要す

る変更の場合は、専門部会にて対応するが、

軽微な変更の場合は⑤の手続き後⑧の手続

きに移る（専門部会は設置しない）。 

 

※2 申請内容によっては、申請者が評価委員

会に出席して申請内容の説明することを求め

る場合がある。 

 

※3 評価委員会後専門部会担当委員を事務

局から通知する。 

 

※4 施工試験要領・スケジュール確定の上、

機械試験費の見積りを事務局から提示。 

 

※5 試験機関での機械試験には、専門部会

担当委員は立会わないが、申請者の立会は

制限しない。 

 

※6 機械試験結果の原紙は試験機関から事

務局へ送付、コピーを申請者に送付する。申

請者はコピーにより専門部会の報告書（溶接

試験記録＋機械試験記録）を作成して提出

する。 

 

※7試験結果が目標性能に達していない場合

は、一定の条件下で、専門部会担当委員の

了解を得て試験を追加することができる。 

 

 

 

 

※8 ⑥の施工試験立会から６か月経過するま

でに完了する。 

※9 評価事項は協会 HP 等を通じて公表す

る。 

 

試験機関で機械試験実施 

機械試験結果の通知※6 
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 (3) 更新申請の流れ 

更新申請は、以下に示すフローに従い行います。 

溶接施工要領評価の流れ 申請者の対応 備考 

 
実施工での採用 

↓ 
①申請事前打合せ※1 

  ↓ 

②申請受付(更新)※2 

  ↓ 

③溶接施工要領評価委員会 
（受付） 

  ↓ 
④溶接施工要領評価委員会によ
る申込内容審議 

  ↓ 
⑤申請書（受付印押印）※3 
の写し発行 

  ↓ 
  ↓ 
  ↓ 
⑥溶接施工要領評価書の交付 

  ↓ 
⑦溶接施工要領評価業務終了 

  ↓ 
⑧溶接施工要領評価書の公表 
（協会内）※4 

   

 
 

 
 

溶接施工要領評価申請書お
よび必要資料を提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

施工実績を添えて更新申請 

事務局との事前打合せにて
更新申請となるか打合せ 

 

 

※1 更新申請は有効期限の 1 年前から 6 か

月前までの間に受付ける。 

 

※2更新申請で、軽微な変更の場合は、更新

申請と同様の手続きとする。技術的な検討を

要する変更と判断した場合は、(2)変更申請

の流れによる。 

 

 

 

※3 更新申請および軽微な変更がある申請

の場合は、専門部会は設定しない。 

 

 

 

 

※4 評価事項は協会 HP 等を通じて公表す

る。 

 

 

(4) 専門部会について 

 溶接施工要領評価は、申請事項に応じて専門部会を設置し対応します。担当する専門部会担当委員

は、申請書の写し（受付印押印）にてお知らせいたします。 

 

 

軽微な変更の場合、その変更
図書を申請書とともに提出
する 
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§2．溶接施工要領評価提出資料作成要領 

2．1 提出資料一覧 

溶接施工要領評価の申込事前相談から溶接施工要領評価報告までの間に、以下の資料を用意してく

ださい。 

提出資料 提出期限 部数 提出方法 備考 

事前打合せ資料 

・溶接施工要領評価申請書［様式 1］ 

・溶接施工要領評価変更申請書［様式 1-1］※1 

・溶接施工要領評価更新申請書［様式 1-2］※1 

・溶接施工要領評価事項概要説明書［様式 2］ 

 

溶接施工要領

評価委員会の

2 週間前 

2 部  

郵送または持参 

（申請書原本） 

事前の内容確認用 

 

※1 申請区分に応じて

提出 

溶接施工要領評価委員会（受付）資料 

・溶接施工要領評価申請書［様式 1］ 

・溶接施工要領評価変更申請書［様式 1-1］※1 

・溶接施工要領評価更新申請書［様式 1-2］※1 

・溶接施工要領評価事項概要説明書［様式 2］ 

・溶接施工試験要領書（案） 

・試験スケジュール表（案） 

・その他説明に必要な資料 

 

溶接施工要領

評価委員会の

1 週間前 

2 部  

メール・郵送・持

参 

（PDF データ可） 

 

溶接施工要領評価委

員会（受付）での説明資

料として使用 

評価委員に事前送付し

内容確認 

 

※1 申請区分に応じて

提出 

専門部会資料 

・溶接施工要領評価事項概要説明書［様式 2］ 

・施工試験要領書 

・試験スケジュール表 

・施工試験等立会記録 

・施工試験等結果報告書 

・専門部会議事録 

・その他 

 

専門部会当日 

 

委員数 

(3 部) 

 

専門部会出席時に

持参 

 
専門部会での確認資料

として使用 

専門部会での

確認がある程

度進んだ時点 

 

  施工試験および機械試

験の進捗により資料を

確認 

溶接施工要領評価委員会（報告）資料 

・溶接施工要領評価申請書［様式 1］ 

・溶接施工要領評価事項概要説明書［様式 2］ 

・溶接施工要領評価報告書※2 

 

溶接施工要領

評価委員会の

1週間前 

  

郵送または持参 

（PDF データ可） 

概要説明書は最終結果

により記載内容を修正

する 

 

※2 報告書の内容は

2.5 溶接施工要領評価

報告書を参照 

溶接施工要領評価報告書（最終版） 溶接施工要領

評価委員会

（報告）終了

後直ちに 

2 部 郵送または持参  
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2．2 溶接施工要領評価申請書記載要領 

新規、更新および変更申請いずれの場合も様式 1 に従い作成してください。記入に際して以下を参

照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者役職と氏名を記入 

事務局記入欄 

記入不要 

該当する申請区分に

レチェックを入れる

請求書の送り先（請求

書の宛名）を記入 

申請事項に応じて専門

部会担当委員を通知 
事務局記入欄 

記入不要 
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既に取得している 

評価有効期限を記入 

既に取得している 

評価番号を記入 

変更前と変更後の変更事項を

具体的に記入 

変更後の各事項について

具体的に記入 

   変更申請の場合は様式１-１に従い記入してください。記入に際して以下を参照してください。 
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   更新申請の場合は様式１-２に従い記入してください。記入に際して以下を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に取得している評

価有効期限を記入 

既に取得している評

価番号を記入 

更新前と更新後の変更事項を

各項目について具体的に記入 

更新までの施工実績件数と

施工実績内容を記入 
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2．3 溶接施工要領評価事項概要説明書記載要領 

「溶接施工要領評価事項概要説明書」は溶接施工要領評価事項の主旨および概要を示すもので、溶

接施工要領評価委員会（受付）における説明資料となります。様式２に従い作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

既に取得している評

価番号を記入 
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2．4 専門部会議事録について 

専門部会議事録は、試験体製作スケジュールから機械試験判定までの経緯を報告するもので、溶接

施工要領評価委員会における報告資料の一部となります。様式３に従い作成してください。 

 

 

  

新規の場合は受付番号、更新・変更の

場合は既に取得している番号を記入 

専門部会での指摘及び確

認事項を具体的に記入 

専門部会での指摘及び確認事項に

対する回答及び処置を具体的に記
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2．5 溶接施工要領評価報告書について 

溶接施工要領評価報告書には、以下の例を参考に専門部会での記録をまとめて記載してください。

溶接施工要領報告書は、専門部会の過程で行われた施工試験等の結果をまとめた最終的な報告書とし

て溶接施工要領評価委員会（報告）に提出して頂きますので、専門部会担当委員の確認を受けた上で

提出してください。 

  

１．溶接施工試験概要 

(1)溶接施工要領書(WPS) 

(2)試験計画一覧 

(3)試験概要 

(4)試験結果一覧 

 ２．試験結果 

(1)溶接条件記録 

(2)試験体寸法測定記録 

(3)溶接部非破壊検査結果 

(4)機械試験結果 

(5)使用材料規格品証明書 

(6)議事録 

(7)試験体製作記録写真 

(8)試験立会記録写真 

 ３．試験要領書 

４．専門部会および施工試験中に生じた協議事項とその結果 

(1)専門部会での協議事項とその結果 

(2)施工試験中に生じた協議事項とその結果 

５．まとめ・考察 

 

2．6 溶接施工要領評価報告書（最終版） 

  溶接施工要領評価報告書（最終版）は、溶接施工要領評価委員会（報告）で提出した資料を、A4 版

にてファイル綴じ（A3 版のページは A4 版に折り込む）として、2 部提出してください。 
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§3. 溶接施工要領評価書 

  溶接施工要領評価委員会（報告）で、溶接施工要領が確認されたものに対して溶接施工要領評価書を

交付します。この際、別途提出して頂いた溶接施工要領評価報告書（最終版）に協会の捺印したものを

1 部返却します。溶接施工要領評価書と合わせて大切に保管してください。 
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§4 溶接施工要領評価にかかる費用について 

4．1 溶接施工要領評価にかかる費用 

溶接施工要領評価にかかる費用は、溶接施工要領評価業務手数料規程にて定めており、下表により

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4．2 支払方法 

    協会より請求書を送付しますので、指定の期日までに従いお支払いください。 

    支払先：協会が発行する請求書に基づき納付願います。 
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§5 問い合わせ・申込み窓口 

 

  施工要領評価に関する問い合わせ・申込み・資料請求等は、下記までお願いします。 

  なお、当協会のホームページにて、評価委員会開催日のご案内および申込み資料のダウンロードが可

能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上 

  

一般社団法人 ＡＷ検定協会 
【東日本事務局】〒１０２－００８３ 
 東京都千代田区麹町４－４－７ アトム麹町タワー３階 

TEL：03-6261-7080  FAX：03-6261-7081 
HP：https://www.aw-kentei.or.jp/ 
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